
総合福祉ゾーン（しあわせの村）基本計画 

村の理念 

• 市民の福祉をまもる条例理念を実現するため、老人、心身障害者、児童な
ど福祉の固有な対象者であるハンディキャップを持つ人々のほか、広く一
般市民も利用対象とする 

  
対象別機能と施設内容 

• 高齢者、心身障害者、児童、一般市民といった対象者に応じた機能と施設
を整備、管理運営。 

 昭和55年10月 策定 

「しあわせの村研究会」 しあわせの村の基本構想報告書（昭和53年）、総合
福祉ゾーン（しあわせの村）基本計画報告書（昭和54年） 

しあわせの村のあり方検討について 

 保健福祉局 市民福祉推進課 



      「しあわせの村」のあゆみ 

昭和46年 基本構想検討開始 

昭和52年 「神戸市民の福祉をまもる条例」制定 

昭和53年  こうべ市民福祉振興協会 設立 

昭和55年 基本計画策定、都市計画決定    

昭和56年 着工 

昭和62年～ 福祉施設、スポーツ施設の一部が順次オープン 

平成元年 しあわせの村開村（市政100周年）、フェスピック神戸大会 

平成７年 阪神・淡路大震災 

平成18年 指定管理者制度導入 

平成31年 しあわせの村開村30周年 

昭和62年～平成元年 

ワークホーム明友、緑友、テニスコート
アーチェリー場、神戸リハビリテーショ
ン病院 

平成5年～平成9年 

たんぽぽの家、あおぞら、テントキャンプ場、馬
事公苑、神戸シルバーカレッジ 

しあわせの村のこれまで 



基本計画 

①経済保障から生活機能の保障へ 

 

②援護的施設から予防的施設へ 

 

③施設収容から在宅福祉へ 

④社会経済情勢の変化 

現在対応すべき課題 

障がい者の生活保障 

（知的・身体障がい者の賃金アップか 

ら精神障がい者を含めた本格就労） 

 

認知症発症後の対応から 

発症予防事業の実施に向けて 

 

地域包括ケア形成支援 

少子高齢化の急速な進行 

障がい者権利条約・差別禁止法 

認知症にやさしいまちづくり 

「しあわせの村」の理念の今日的意義 

現在のしあわせの村 



 

介護保険・障害者総合支援制度の 

成熟化 （見直し） への対応 

科学的な介護予防・認知症予防事業の実施 

障害者差別解消法への対応 

重度障害者への対応 

認知症にやさしいまちづくり 

 

福祉の対象が高齢者・障害者から 

  若者、子どもへと多様化 

精神障害者の社会復帰 

発達障害児の支援 

若者のひきこもり 

貧困の連鎖防止 

①社会保障制度の変革への対応 ②市民の福祉ニーズの変化 

今後30年を見据えた、新たなしあわせの村のあり方検討が必要 

しあわせの村を取り巻く状況 

しあわせの村のこれから 



理念や利用者が固定化 

しており、外に対して 

開かれていない 

“市民福祉実践の場” 
という価値は 

失われていない 

あり方検討PTでの検討内容 

村の“課題点” 

村の“これから” 

村の“よいところ” 

コンセプトを 

“見える化” 
する 

柱となる 

プロジェクト 

これからの 

30年のための 

リ・ブランディング 

“新しいコンセプト” 

時代が村の先駆性に追いついてきた中で 

しあわせの村のこれからとは……？ 

あり方検討プロジェクトチーム 



慢性期リハビリ拠点 
としての再配置 

障害者スポーツの 
拠点化 

シルバービジネス 
インキュベータ整備 

民間活力による子どもをターゲット 
とした集客の仕掛け作り 

発達障害の総合的な 
支援施設 

市民福祉の交流拠点 
（福祉版「KIITO」の創設） 

ひよどり台団地との 
交流・連携拡大 

新しいニーズに応える 
（新たなタイプの救護施設 

産後院etc）施設誘致 プロジェクト 

（例） 

  憩い・過ごす場   福祉の面から 

   ・市民福祉条例実践の場 

     ・ソーシャルインクルージョン 

・共生社会 の   実現   

リ･ブランディングのための 

“新しいコンセプト” 

“しあわせの村とは！” 
 

を表現するコンセプト発信 
（例）共生する“しあわせの村”時間   など 

新たな中核的機能 
 

（例）発達障害や認知症の方への支援拠点 

（例）支援・配慮が必要な方へのしごと作り 

                       など 

シルバーカレッジの学生・ 
卒業生の能力・経験を活用 

広大な公園 
としての 
“つながり” 

福祉分野での 
先駆性発揮 

理念 

UDの視点
をベースに 

あり方検討プロジェクトチーム    コンセプトとプロジェクトの関係 



村内施設の方々と 

認識の共有と 

課題の確認 
しあわせの村の 

現状とこれからを 

洗い出し 

”キーワード”たちを 

核にそれを 

具現化する 

プロジェクトの選定 

 

⇒ プロジェクトと 

  共に新しいコンセプト 

  のキャッチコピー 

  活性化指標を探る 

5/26 

第1回 

村の状況を実地で確
認し、課題とコンセプ
トの“キーワード”を掲
げるとともに、活性化
の定義と指標を議論 

6/23 

第2回 

7/24 

第3回 

8/25 

第4回 

ワークショップ 

プロジェクト 

方向性選定 

フィールドワーク 

ゲストスピーク 

”キーワード”による 

コンセプトイメージの 

提示と、 

「見える化」するための 

プロジェクトの方向性 

についてまとめ 

9/29 

第5回 

中間報告 

取りまとめ 

第6回以降 

プロジェクト選定 

PT進行予定 

あり方検討プロジェクトチーム 



しあわせの村で進行中の事業 

                    ユニバーサルデザインの推進 

歩行誘導マット 

触地図（日本庭園） 二連式ウォータークーラー 

こうべだれでもトイレ 

レイズドベッド 

参考 



（参考）しあわせの村の概要 

本館と芝生広場 

トリム園地 

ひよどり 

温泉健康センター 

9 

参考 



しあわせの村まつり 

ワークホーム緑友 （社福）新緑福祉会 

神戸リハビリテーション病院 

（参考）しあわせの村の概要 

障がい者の就労支援 

参考 


